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　令和 4年10月現在、新潟県厚生連薬剤師会には135名が在籍しています。
　学会や研修会も徐々に現地開催されるようになってきましたが、続いている新型コロナの影響により、Webまた
はハイブリッド形式での開催が多い状況です。
　診療報酬の改定からも見られるように、薬剤師の業務は、物から人へ、薬局内から病院内および地域へと求めら
れています。しかし、薬剤師の人員不足や医薬品の供給調整による欠品への対応など問題もあり、難しい状況が続
いております。そのような状況の中でも、安全な医療を提供できるように、できることからひとつずつ対応してい
けるように業務に取り組まなければならないと感じました。
　令和 4年度の発表、研修会など学術活動は以下の通りです。

⑴　日本農村医学会新潟地方会71回例会
　時　令和 4年 4月16日（土）
　所　Web開催
　①「covid19に対し病院薬剤師が行ったこと」
　　　　厚生連本部総務部　本間　健道
　②「当院における免疫チェックポイント阻害剤の副作用対策」
　　　　上越総合病院　村上　幸恵
　③「外来院内処方に対する薬剤師による抗ウイルス化学療法剤の投与量評価の有用性」
　　　　長岡中央綜合病院　堀井　奈緒子
　④「ASTにおける職種間の役割変更とそれに伴う変化」
　　　　長岡中央綜合病院　師社　新太

⑵　第58回厚生連薬剤師会総会・業務研修会
　時　令和 4年 5月28日（土）
　所　厚生連 TVシステム
　業務研修会（シンポジウム）
　　「他職種から学ぶ感染症の基礎知識～菌の薬剤感受性からの抗生剤の選択～」
　　　　済生会新潟病院　検査科　千味　和宏　先生
　　「多職種連携による AST活動～一歩進んだ抗菌薬選択～」
　　　　長岡中央綜合病院　細川　浩輝

⑶　外来抗感染症薬認定薬剤師研修会
　時　令和 4年 7月27日（木）
　所　Web開催
　　「外来診療における抗菌薬適正使用」
　　　　長岡中央綜合病院　細川　浩輝

⑷　第35回薬剤師のための感染制御セミナー
　時　令和 4年 7月30日（土）
　所　新潟ユニゾンプラザ
　　「使っていますか？ J-SIPHE」
　　　　長岡中央綜合病院　細川　浩輝

⑸　新潟県病院薬剤師会学術大会
　時　令和 4年 8月 5日（金）
　所　Web開催
　　「骨粗鬆症チームにおける薬剤師の役割」
　　　　上越総合病院　森岡　諒
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⑹　日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会　第16回学術大会
　時　令和 4年 8月 7日（日）
　所　Web開催
　　「新潟県フォーミュラリー　現状と課題　展望について～5HT3 受容体拮抗型制吐剤を例に～」
　　　　上越総合病院　山本　剛

⑺　日本病院薬剤師会関東ブロック　第52回学術大会
　時　令和 4年 8月20日（土）
　所　パシフィコ横浜およびオンデマンド
　①「ボスチニブと胃酸分泌抑制剤併用との薬物相互作用の検証～ボノプラザンからファモチジンに変更～」
　　　　佐渡総合病院　本間　多津子
　②「疼痛評価困難な患者に対し、PAINAD、アビー疼痛スケールを使用した結果」
　　　　長岡中央綜合病院　樋口　貴子

⑻　第165回新潟薬学会
　時　令和 4年 8月28日（日）
　所　新潟ユニゾンプラザおよびWeb
　　「当院における質の高い外来がん化学療法への取り組み～薬剤師と栄養士の連携を通して～」
　　　　上越総合病院　樋口　理恵

⑼　第10回くすりと糖尿病学会
　時　令和 4年 9月17日（土）
　所　Web開催
　　「インスリン発見100周年を迎えて。薬剤師100人に聞きました。
　　 ～インスリン製剤の種類や注入器、その使い方を知っていますか～」
　　　　あがの市民病院　石塚　ほから

⑽　第53回全国厚生連病院薬剤長会議学術大会
　時　令和 4年 9月22日（木）
　所　Web開催
　　「外来院内処方に対する薬剤師による抗ウイルス化学療法剤の投与量評価の有用性」
　　　　佐渡総合病院　池田　考介

⑾　上越薬剤師会学術大会
　時　令和 4年10月26日（水）
　所　Web開催
　　「当院における質の高い外来がん化学療法への取り組み～薬剤師と栄養士の連携を通して～」
　　　　上越総合病院　樋口　理恵

⑿　令和 4年度厚生連薬剤師会　秋季研修会
　時　令和 4年11月12日（土）
　所　新潟東映ホテルおよびWeb開催
　○会員発表
　　①「外来化学療法における薬薬連携強化の取り組み」
　　　　　柏崎総合医療センター　野島　幸樹
　　②「持参薬からの処方切替評価業務と業務が有効であった症例報告」
　　　　　佐渡総合病院　片山　千里
　　③「J-SIPHEの導入による業務効率の検討」
　　　　　長岡中央綜合病院　山岸　綾子
　　④「当院の連携充実加算の取り組み」
　　　　　長岡中央綜合病院　佐藤　康
　　⑤「リフィーディング症候群を発症したと考えられる症例」
　　　　　三条総合病院　大塚　聖崇
　　⑥「オキサリプラチンの過敏反応に対してアレルギーレジメンを適用し治療継続に成功した一例」
　　　　　三条総合病院　坂井　達洋
　　⑦「メチルロザニリン塩化物含有の医療用医薬品に関する厚生労働省からの通知を受けて当院での対応」
　　　　　小千谷総合病院　岩田　夏世
　○特別講演
　　　「肺がんの診断と治療について」
　　　　　長岡中央綜合病院　呼吸器外科　部長　藤田　敦　先生




